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はじめに

　新規に組織やチームに加わり，そこで適応するため
にはどのような人と関係性を築くことが望ましいのだ
ろうか。新規加入メンバーの適応はその集団のパフォ
ーマンスにとって重要な役割を持つ。従来，適応の問
題は社会化を通じて，社会化戦術や個人・組織の特性
を中心に研究が進められてきた。しかしながら，実際
には，新規加入者自身の築く関係性，言い換えると，
ネットワークによっても大きく影響を受ける。こうし
た視点は，ネットワーク論と社会関係資本論に基づい
ており，個人の持つネットワークをある種の資本とし
て捉え，その資本に応じて個人の行動や成果が影響を
受けるという議論が基盤にある（Borgatti and Foster 
2003）。つまり，新たに集団に加入するメンバーがど
のようなメンバーと関係性を構築しているのかに応じ
て，新規加入者のその後の集団への適応の程度が異な
るということが考えられる。とりわけ，近年，チーム
の重要性が指摘されているものの，その反面，チーム
への社会化に着目した議論は十分ではないという問題
点が残されている。これらの点を踏まえ，今回紹介す
る Yuan et al. （2020）は，チームへの新規加入者の構
築したネットワークがどのようにその後のチームへの
適応やパフォーマンスと関係しているのかを明らかに
している。

仮説と分析の概要

　本研究は，中国企業のチームを対象とし，適応の問
題において重要な役割を担う友人関係のネットワーク
に焦点を当て，分析を行った。その中でも，特に着目
しているのは，新規加入者がチーム内で関係性を構築
している親しい友人の持つ社会関係資本である。多く

の場合，個人レベルの社会関係資本はどの程度ネット
ワーク内で中心に位置しているのかを示す中心性とい
うネットワーク論の概念で表される。友人がチームの
中心に位置し，社会関係資本を有しているということ
は，それを介して新規加入者も多くの人と知り合い，
自身の社会関係資本も増加することを意味する。加え
て，社会関係資本の増加は情報などの多様な資源への
アクセスを可能にする。多様な資源へのアクセスはそ
の個人のパフォーマンスと正の関係にあることがこれ
までの研究で示されており，このことから以下の仮説
が導出されている。
H 1： 新規加入者と親しいチームメイトの中心性はそ

の後の新規加入者の中心性と正の関係にある。
H 2： 新規加入者と親しいチームメイトの中心性はそ

の後の新規加入者の中心性との正の関係性を介
して間接的に新規加入者のタスク・パフォーマ
ンスと正の関係にある。

　また，本論文は新規加入者の適応の問題とそれに伴
うパフォーマンスの関係に対して制度的社会化戦術変
数と新規加入者の政治的スキル変数という 2 つの調整
効果を持つ変数を想定している。
　多くの組織は社会化を行うために体系化されている
社会化戦術として制度的社会化戦術（institutional-
ized socialization tactics）を実行し，社会化を促進す
る。これまでの研究では，体系化された社会化戦術の
存在が新規加入者と既存メンバーとの関係性を強化す
ることが指摘されている。この議論を通じて導出され
たものが以下の仮説である。
H 3： 制度的社会化戦術は，新規加入者と親しいチー

ムメイトの中心性とその後の新規加入者の中心
性の間の関係を調整（＋）する。

H 4： 制度的社会化戦術は，新規加入者の中心性を介
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した新規加入者と親しいチームメイトの中心性
と新規加入者のタスク・パフォーマンスの間接
効果を調整（＋）する。

　集団内で高い政治的スキルを持つメンバーは，他の
メンバーの職務に対しての理解が鋭敏になることや職
務に対する機会を有効に利用できることが指摘されて
いる。このことを考えると，高い政治的スキルを持つ
新規加入者は親しい友人の持つ社会関係資本を最大限
に利用することが可能である。そのため，以下のよう
な仮説が立てられた。
H 5： 新規加入者の政治的スキルは，新規加入者と親

しいチームメイトの中心性とその後の新規加入
者の中心性の間の関係を調整（＋）する。

H 6： 新規加入者の政治的スキルは，新規加入者の中
心性を介した新規加入者と親しいチームメイト
の中心性と新規加入者のタスク・パフォーマン
スの間接効果を調整（＋）する。

結果と解釈

　まず，本研究の結果から，チームへ新たに加入した
メンバーの親しいチームメイトの中心性が高いこと
で，その後の新規加入者の中心性も高まることが示さ
れた。また，新規加入者の社会関係資本の増加から，
タスク・パフォーマンスが高まることも確認された。
したがって，仮説１，２は支持された。また，新規加
入者の親しいチームメイトの中心性ではなく，新規加
入者の親しい友人の数という変数も追加的に分析がな
された。しかしながら，その関係性は有意にならず，
友人の「数」ではなく「質」が重要であるということ
が明らかになった。これらの結果から，チームへの新
規加入者の適応は，多くのメンバーとつながることに
注力することで達成されるのではなく，的確に中心性
の高いメンバーとつながることによって促されること
が示唆された。
　次に，調整効果の検討を行うために，制度的社会化
戦術と新規加入者の政治的スキルを調整変数とし，親
しいチームメイトの中心性との交互作用効果の分析が
行われた。まず，1 つ目の結果として，制度的社会化
戦術を活用しているチームは親しい友人の中心性が高
いことで，よりその後の新規加入者の中心性が高まる
という関係が確認された。さらに，この関係性を通じ
て新規加入者のタスク・パフォーマンスにも正の関係
性があることが示されたため，仮説 3，4 は支持され

た。2 つ目の結果として，新規加入者の政治的スキル
が高い場合，親しい友人の中心性と新規加入者の中心
性の関係性を促進することが明らかになった。さら
に，この関係性を通じて新規加入者のタスク・パフォ
ーマンスにも正の関係性があることが示されたため，
仮説 5，6 は支持された。2 つの調整変数を加えた分析
の結果から，制度的社会化戦術の活用と新規加入者の
政治的スキルの発揮は，新規加入者が中心性の高いチ
ームメイトと関係性を持つことよるチームへの適応効
果をより強化し，その後のパフォーマンスを高めるこ
とが明らかになった。

貢献点と今後の展開

　本論文の貢献点は，チームへの新規加入者がどのよ
うに順応していくのかを，ネットワーク論や社会関係
資本論の視座から分析を行った点にある。これまでの
研究では，社会化戦術や人・チームの特性に基づい
て，新規加入者の適応についての研究が進められてき
た。本研究は，社会ネットワークという新たな視座か
ら分析を行ったことによって，新規加入者の特性では
なく，中心性の高い既存のチームメンバーとのネット
ワーク形成が新規加入者のその後の適応を促進すると
いう新たな知見を実証的に示すことに成功している。
この結論自体は，社会化やチーム・パフォーマンスの
研究に対して一定の価値があるだけでなく，組織論や
組織行動論の分野にネットワーク論の有効性を示した
点も大きな貢献点と言える。また，新規加入者のメン
タリング担当者の適切な選定や制度的社会化戦術の導
入などを同時に行うことで新規加入者の適応を促進で
きるという実務的な含意も得られた。
　最後に，本研究の限界として，中心性の構成概念妥
当性やネットワークが友人関係に限定されているとい
った問題が残されている。したがって，他の中心性指
標の考慮やコミュニケーション・ネットワークなどを
想定した研究が今後期待される。
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